
中学部１学年

題材名：数字と指文字のマッチング

＜材料＞

・フェルト　・マジックテープ

＜使い方＞

・指文字の見本を視覚化する

<この教材で伸ばしたい力>

・数唱、指文字、数字を一致させる

＜使う時のポイント＞

・数唱時に数字シートを貼る、指文字を真似る前にフェルト

指で見せる

〈指導領域・教科等〉

・数学

題材名：個別の日課表
＜材料＞

・ファイル、ホワイトボードペン、ラミネートフィルム、マジックテープ

＜使い方＞

①あらかじめ内容に何をするのかを簡単に記入しておく。

②登校後に生徒と一日の流れを確認し、話し合いながら参加できそうな時間には「頑張

る」を貼り、約束をする。

③一日の終わりに「頑張る」の数を書き、明日はその数よりも多く頑張れるように言葉

かけをする。

④一週間の終わりにも合計の「頑張る」の数を書き、来週はその数よりも多く頑張れる

ように言葉かけをする。

＜この教材で伸ばしたい力＞

・一日の見通しを持つ力。

＜使うときのポイント＞

・教室に入ることや集団で活動することが難しい生徒のために個別での活用をする。

・教室に入れなくても、一日の活動に見通しをもつことができる。

・生徒が好きなキャラクターなどを入れるとより興味関心を示す。

〈指導領域・教科等〉

・日常生活の指導・自立活動

題材名：リズムに乗って文字とイラストのマッチング

＜材料＞

マジック・文字カード・家カード・ホワイトボード・ラミネートフィル

ム・キーボード（楽器）・パーランク（楽器）

＜使い方＞

①場所を確保して、床に文字カードを並べる。

②絵カードをホワイトボードに貼り、生徒に注目させる。教員がキーボー

ドやパーランクを叩きながら物の名前を出題する。③リズム・音を聞いて

一番頭の文字カードをとる。

<この教材で伸ばしたい力>

音楽に興味関心がある生徒が多いので、音を楽しみながら５０音のひらが

なを習得できる

＜使う時のポイント＞

１回目はあ行・か行、２回目はさ行・た行等と飽きずに回数を分ける。楽

器を生徒の好きな音楽や音色に合わせ、興味をもたせる。

〈指導領域・教科等〉

国語



中学部１学年 - 2

題材名：１０ボックス

＜材料＞

・２×５マスのプラケース、具体物１０個

＜使い方＞

・１マスに１個の具体物を入れる。

<この教材で伸ばしたい力>

・１０までの数唱。

・１０までの数の合成、分解

＜使う時のポイント＞

・白いシールの数字が入っている個数を示す。

・青いシールの数字が、あと何個で１０になるかを示

す。

〈指導領域・教科等〉

・数学

題材名：体を使って色々な音を出してみよう

＜材料＞

・MIDI CONTROLLER PLAYTRON TOUCH ME本体

・iPad、iPhone､PC等、MIDIに対応した音楽系アプリ

＜使い方＞

１． PLAYTRON TOUCH MEをiPadやiPhone、PCなどにUSB接続

し、Garage Bandなどの音楽アプリと連動させる。

２． 楽器を選び、1人で両手で持って操作する。もしくは2人組で

片方ずつ持ち、もう片方の手でお互いの手や体に触れる。

３． 手で触れることで信号が発信され、アプリ内で選択したピア

ノやドラムなどの楽器などを演奏することができる。

＜ポイント＞

・手の持ち方や場所を提示して、演奏できるようにする。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動、音楽など

題材名：ボタン練習②

＜材料＞

・リボン・ボタン・フェルト

＜使い方＞

・ボタンをフェルトに入っている切れ目に入れる。

＜ポイント＞

・フェルトを切ったものなので簡単に入れやすい。

・リボンにボタンがついているため操作がしやすい。

<この教材で伸ばしたい力>

・見る力・目と手の協応・ボタンの仕組みの理解

〈指導領域・教科等〉

・自立活動



中学部１学年 - 3

題材名：具体物でさくらんぼ計算

＜材料＞

・ホワイトボード、５マスシート、１０マスシート、マグ

ネット、ホワイトボード用ペン

＜使い方＞

・加法、減法の学習で指や小さな〇を書いて数えていている

うちに数を忘れてしまう生徒に、マグネットを移動しながら

数えることで理解を促す

<この教材で伸ばしたい力>

・数字と具体物の理解、５のまとまりの理解

＜使う時のポイント＞

・マグネットをマスの中にしっかりはめるようにする

・ゆっくり声に出して数えながら移動する

〈指導領域・教科等〉

・数学

題材名：ホックベルト

＜材料＞

・ゴムベルト（１ｍぐらい）、ホック金具1対

＜使い方＞

・ベルトと同様に腰に回し、ホックをつける練習をす

る。

<この教材で伸ばしたい力>

・つまむ力、引っ張る力、ホックの仕組みの理解、注

目する力。

＜使う時のポイント＞

・長さを調節し、引っ張るのに必要となる力や、目線

の角度を児童の実態に合わせる。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：絵の配列

＜材料＞

・絵カード、順番に並べるボード

＜使い方＞

・絵カードを始めから終わりまで、時系列で並べる。

＜ポイント＞

・絵カードを1枚1枚、言語化して確認する。

<この教材で伸ばしたい力>

・頭の中で想像して考える力をつける

〈指導領域・教科等〉

・自立活動



中学部１学年 - 4

題材名：色合わせマッチング

＜材料＞

・マグネット、ラミネート

＜使い方＞

・色や文字に合わせて組み合わせる、マグネット式

<この教材で伸ばしたい力>

・色の視覚的支援を通した色彩感覚の向上

＜使う時のポイント＞

・色や文字に合わせて組み合わせる、マグネット式

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：プットイン

＜材料＞

・プラスチックケース（ふたつき）

・ペットボトルのキャップ・カラーテープ

＜使い方＞

・穴に入れる

<この教材で伸ばしたい力>

・見る力・目と手の協応・空間認知能力

＜使う時のポイント＞

・穴を意識できるよう言葉かけをしたり一緒に操作し

たりする

・入れる色を指定するなど、色の学習もできる

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：数字と指文字のマッチング

＜材料＞

・ホワイトボード　・マグネット

＜使い方＞

・指文字を示し、数唱とともにマグネットを並べる

<この教材で伸ばしたい力>

・数唱、指文字、数字を一致させる

＜使う時のポイント＞

・自身の指で指文字を示してから指の絵を示す

・指の絵の印上にマグネットを数唱しながら並べる

・数字の下の丸枠に数唱しながら移動させる

・数唱、指文字、数字それぞれのカードもあります

〈指導領域・教科等〉

・数学


